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《Ainsi la nuit》の研究（Delcambre-Monpoël 1996 ; 2001）においてすでに明らかであった、音
楽構造の記述に留まらない、その奥に働く法則を探求する方向をいっそう強め、これを《Figure 

























なわち、ひとつは、1977年に作曲された、ピアノ独奏のための《同じ和音に基づいて Sur un 
même accord》。もうひとつは、2001年から 2002年にかけて作曲された、ヴァイオリンと管弦







































まり、ピアノ独奏のための《同じ和音に基づいて Sur un même accord》とヴァイオリンと管弦
楽のための《同じ和音に基づいて Sur le même accord》を、同じアイデアの時間的展開として
捕らえる。つまり、ピアノ独奏のための《同じ和音に基づいて Sur un même accord》を、ヴァ








































même accord」、後者は「le même accord」と呼ばれるべきことも言い添えておく。
　「同じ和音 1977」の構成音がもれなく「同じ和音 2002」の構成音に含まれていることは、
Fig.1
























おいて、この和音を２つの短２度（F♯/Gと B♭/B）からなると解釈していた（Potter 1997, 
100）。しかし、これまでにも引用してきた 2010年の論文において、この和音の構成音を異名






なぜ、Potterは「同じ和音 1977」についての当初の解釈、すなわち、「同じ和音 1977」は 2つ
の短２度の集合であるという解釈を捨てなければならなかったのか（そのように解釈しても「両
作品の焦点となる素材は、同じように、特定の音程を中心にしている」という主張は、相変わ














　Tonnetzとは何か。そのもっとも簡便な定義は、『Journal of Music theory』誌における新
リーマン理論特集号へのイントロダクションとして書かれた、R. Cohnの論文のなかに見出
すことができる。Cohnいわく「The Tonnetz provides a canonical geometry for modeling triadic 

























字をとった L変換、そして Dominantの頭文字をとった D変換。
　Cohnの解説に従って、いまこの４つの変換を具体的に見てみよう。Fig.2における［C, 
E♭, G］の三角形（すなわち C minorの和音）を出発点にして考えると、P変換とは、水平の
辺を軸にグラフ上の三角形を反転させる変換であり、［C, E♭, G］を［C, E, G］（すなわち C 
majorの和音）に変換する。R変換とは、左下がりの辺を軸にグラフ上の三角形を反転させる
変換であり、［C, E♭, G］を［E♭, G, B♭］（すなわち E♭majorの和音）に変換する。L変換と
は、右下がりの辺を軸にグラフ上の三角形を反転させる変換であり、［C, E♭, G］を［A♭, C, 
E♭］（すなわち A♭majorの和音）に変換する。D変換とは、水平軸に沿ってひとマス分、三
角形を並行移動させる変換であり、［C, E♭, G］を［F, A♭, C］（すなわち F minorの和音）に
変換する。
　ここで２つの事を付け加えておきたい。ひとつは、これらの P, R, Lの変換は、逆方向
に も 働 く と い う こ と。 つ ま り、 ［C, E, G］、［E♭, G, B♭ ］、［A♭, C, E♭ ］、［F, 
A♭, C］を同じ［C, E♭, G］へと変換する変換も、それぞれ P 変換、R 変換、L 変
換、D変換であること。もうひとつは、D変換は、L変換と R変換が連続によって得られる
ものであるがゆえに、Cohnによって「余剰的なもの」と考えられていること（Cohn 1998, 































その上辺［B, F♯］は［C♭, G♭］と同じ、その下辺［E♭, B♭］は［D♯ , A♯］と同じである。
結果、「同じ和音 2002」は、異名同音的にループしている２つの左下がりのライン、すなわち、











化されるだろうか。ここで「三和音変換」の P, R, L, Dの４つの変換が２つの類に区別された







［A♯, F♯, D, B♭, G♭］ と［D♯, B, G, E♭, C♭］に囲まれた領域から、 ［D♯, B, G, E♭, C♭］と［G♯, 
A E B F  C  G  
F C G D A E 
A  E  B  F C G 
C  G  D  A  E  
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A♯, E♯］と［E♭, B♭, F］、また、［B, F♯, C♯］と［C♭, G♭, D♭］は異名同音であるため、区
別されるピックラスは９つである）、それが T変換によって取りうる領域は４つに限定される
7。右側、すなわち、CI変換後にM変換された「同じ和音 2002」は、ドデカフォニック・コ














　今度は、「同じ和音 1977」の方に注目してみよう。この「同じ和音 1977」は Tonnet上にど
のように表象されるだろうか。
Fig.8
　すでに見たように、「同じ和音 1977」は、［G, B, F♯, B♭］の４音から構成される、ヘクサトニッ
ク・コレクションのサブセットであった。これらの音を Fig.8の Tonnetz上にとると、一種の
鎌形模様があらわれる。しかし、Tonnetzは異名同音的に循環しているのであるから、［B♭とA♯］





































ある領域①の［F♯, B, G, D］ を左方向に T変換すると、領域②の［B, E, C, E♭］が得られる。
これをさらに連続的に T変換していくと、次々に領域③の［E, A, F, A♭］、領域④の［A, D, B♭, 
D♭］、そして再び領域①の［D, G, E♭, G♭］が得られる。このとき、最初の［F♯, B, G, D］と









































































つまり、① A［G, B, F♯, B♭］にはじまる「同じ和音 1997」は、T変換されるごとに① Aから② A、
② Aから③ Aへと、表を左に進んで行き、３巡目の④ C［D, G♭, D♭, F］で全ての可能性を踏
破するのである。というのも、４巡目は（異名同音的に）１巡目と同じピッチクラス・セット


























第８小節の和音は① A＋④ A、第 15小節の和音は① A＋③ Aとラベリングされるし、第 17
小節の 2つの和音はそれぞれ② B、③ Aとラベリングされる。そして第 38小節の和音は a音




























































ニアトニック領域には、［F, B♭, E♭］［A, D, G］［C♯, F♯, B］の３種類の完全４度／完全 5度
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